






















る（H2. p.5）。このように、アクター ネットワ クー理論も実質的に記































Semiotics of Tourism: 




キ ワーー ド：ツ リーズム研究、記号論、観光
Key Words：tourism studies, semiotics, kanko
Abstract：
Semiotic analyses of tourism have recently become to prominence worldwide. This paper surveys the development 
process based on main frameworks, in order to ﬁnd out the key factors for understanding the relations between the both 















































































されていることを紹介している（cited in C4, p.3）。すなわち、これ
によってツ リーズムは商品になったということ、および、トラベル












































































































































































































































































によるサイトの支配（the domination of a sight by its markers）」と特






















































る（例えば P1, p.34）。本稿筆者としてもこの2 要素は、パース説
でも結局なんらかのレベルや形においてソシュール説と同様な
構成的なものとならざるをえないと思料する。
















































































　また、ツ リーズムについては、マキァー ネルから「ツ リーズム
とは要するに差異化の行われる場である」という命題を引用し、




































































































































































































リズム倫理憲章（Global Code of Ethics for Tourism）」7 条において、














ガンに合わせて、「みんなの休暇とツ リーズムの権利（a right to 
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